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自由度が高い DWA 法を APBI に適用し、従来法と比べ線量優位性及び実現可
能性を示した。 
  2011 年 11 月から 2016 年 4 月までに当院で行われた単施設の臨床試験
において、ノンコプラナ三次元原体照射 (nc3DCRT：non-coplanar three 
dimensional conformal radiotherapy)法で APBIを施行された左乳癌 24例の
線量を比較した。処方線量は 38.5Gy、10 分割とした。線量比較は DWA 法、
nc3DCRT法、コプラナ強度変調回転放射線治療(tVMAT：coplanar tangential 
volumetric modulated arc therapy)とし、線量評価対象はターゲット(PTV：
planning target volume)及び周囲のリスク臓器で行った。nc3DCRT法は固定
4門照射、tVMAT法は心臓への直接照射を避けた 2軌道の回転照射で行った。
DWA 法は頭尾方向に沿った 2 軌道を配置した強度変調照射とした。各々機器
の稼動制限内かつ寝台と干渉がない範囲で照射可能であった。DWA 法の品質
担保のため、実測評価を行った。 
 結果、PTV への線量はいずれの照射法も有意差がなく、DWA 法で同等の
線量投与可能であった。一方、心臓の平均線量、LADの最高線量の指標（D2%：
2%の体積へ照射される線量）は DWA 法で nc3DCRT 法、tVMAT 法と比べ低
減した。同側肺の線量も DWA 法で有意に低下した。また、1 回の治療時間は
DWA法、nc3DCRT法、tVMAT法で各々131.5±10.5秒、218.0±23.7秒、123.1
±8.6 秒で、nc3DCRT 法と比較すると大幅に時間短縮した。DWA 法の実測評
価はガンマ解析（3%/3mm）で院内品質管理判定基準を満たした。 
 本研究は、APBI において DWA 法は短時間の照射を可能にし、治療効果を
減弱させず晩期毒性を減らし得る、患者負担を軽減した新規治療法として期待
されることを実証したことから、臨床的意義は大きい。本手法は治療計画装置

























要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
